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宮若市農業委員会総会議事録 

 

１ 開催日時 令和４年２月１０日（木） 午後１時３０分 

 

２ 開催場所 宮若市役所 防災研修室ＡＢ 

 

３ 出席委員（農業委員１３名＋推進委員４名） 

 

農業委員（１３名） 

会長 安部英輔、会長代理 安河内龍一、２番 山本裕啓、３番 武田俊彦 

５番 森田広富、６番 塩川和秀、７番 春田章匡、８番 高崎雅俊、 

９番 水上昭和、１０番 井田和義、１１番 占部博、１２番 遠藤讓一、 

１３番 阿部進 

 

推進委員（４名） 

３番 古野 弘、７番 荒木重幸、１０番 神谷正幸 

 

４ 欠席委員 農業委員 １名 ４番 吉﨑康正 

 

５ 議事日程 

 第１ 議事録著名委員の指名 

 第２ 審議案件 

（１）議案第４０号 農地法第３条の規定による許可申請について 

（２）議案第４１号 農用地利用集積計画の決定について 

（３）議案第４２号 宮若市非農地証明書交付基準の適用について 

 

第３ 報告事項 

（１）報告第２８号 農地法第１８条第６項の合意解約について 

 （２）報告第２９号 非農地証明願の提出について 

 

６ その他 

 

７ 農業委員会事務局職員 

    事務局長 荒牧 裕次 

    係長   松井 秀臣 

    主査   原 美佐子 
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８ 会議の概要 

議  長     それでは定刻になりましたので、農業委員会を始めたいと思います。本

日の委員１４名中、１３名出席ですので総会は成立致します。 

議事日程第１の、議事録署名委員の指名を行います。１２番 遠藤委員、

１３番 阿部委員にお願いをいたします。それでは、議事日程第２審

議案件に入ります。 

まず議案第４０号農地法第３条の規定による許可申請について上程い

たします。では、事件番号１番について、事務局より説明をお願いしま

す。 

 

係  長  1ページ議案第 40号 農地法第 3条の規定による許可申請につきまして、

2ページ農地法第 3条審議表を読み上げてご説明させていただきます。 

 

【事件番号 1番 説明】 

 

議  長  事件番号１番の担当地区の推進委員さん、本案件につきましての意見を

お願いいたします。 

 

委  員  特にありません。後継者として熱心に取り組まれています。 

 

議  長  事務局からの説明、及び推進委員さんの説明を受けましたので質疑に入

ります。ご質問、ご意見等ありませんか。発言のある方は挙手してくだ

さい。（質疑なし） 

 

議  長  無いようですので採決を行います。許可することに賛成の方は挙手願い

ます。・・全員賛成でございますので、許可することに決定といたします。 

 

議  長  続きまして、事件番号２番につきまして、事務局より説明をお願いしま

す。 

 

係  長  【事件番号２番 説明】  

 

議  長  事件番号 2 番の担当地区の推進委員さん、本案件につきましての意見を

お願いいたします。 

 

委  員  血縁関係で以前から耕作しています。問題ないと思います。 
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議  長  事務局からの説明、及び推進委員さんの説明を受けましたので質疑に入

ります。ご質問、ご意見等ありませんか。発言のある方は挙手してくだ

さい。（なし） 

 

議  長  ありませんか。無いようですので採決を行います。許可することに賛成

の方は挙手願います。・・・全員賛成でございますので、許可することに

決定といたします。 

 

議  長  続きまして、事件番号３番につきまして、事務局より説明をお願いしま

す。 

 

係  長 【事件番号 3番 説明】 

 

議  長  事件番号３番の担当地区の推進委員さん、本案件につきましての意見を

お願いいたします。 

 

委  員  規模拡大であり問題ありません。 

 

議  長  事務局からの説明、及び推進委員さんの説明を受けましたので質疑に入

ります。ご質問、ご意見等ありませんか。発言のある方は挙手してくだ

さい。（なし） 

 

議  長  無いようですので採決を行います。許可することに賛成の方は挙手願い

ます。・・全員賛成でございますので、許可することに決定といたします。 

議  長  次に、議案第４１号、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に

よる農用地利用集積計画の決定についてでございます。では、事務局説

明をお願いします。 

 

係  長  11ページ議案第 41号 農用地利用集積計画の決定につきまして、12ペ

ージをご覧ください。 

 

農用地利用集積計画による所有権移転でございます。機構への所有権移

転となります。 

【説明】 

 

引き続き、13ページより、機構からの所有権移転です。 

【事件番号２番 説明】 
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続きまして、農地中間管理事業に係る農用地利用集積計画一覧表となり

ます。14ページをご覧ください。 

 

【説明】 

  

続きまして、農用地利用権設定等計画一覧表です。16 ページをご覧く

ださい。まず、（継続分）となります。 

 

【説明】 

 

新規分としては、23～27ページとなり、計 56筆、12名、合計面積 95,052

㎡の利用権設定となっております。以上となります。 

 

議  長  ただ今事務局より説明を受けましたので質疑に入ります。ご質問、ご意

見等ありませんか。 

 

委  員  ありません。 

 

議  長  無いようですので採決を行います。許可することに賛成の方は挙手願い

ます。全員賛成で承認されました。 

 

議  長  次に、議案第４２号、宮若市非農地証明書交付基準の適用についてでご

ざいます。では、事務局説明をお願いします。 

 

係  長  28 ページ議案第 42 号 宮若市非農地証明書交付基準の適用につきまし

て、29ページをご覧ください。 

 

宮若市の非農地の判断基準につきまして、現在明確な判断基準がござい

ません。昨年 12 月に法務局より判断基準の確認がございましたが、全

国の基準を参考にしている程度であり、他の市町村においては、各農業

委員会において、基準を制定してあるところもございます。今回、宮若

市においても、全国の基準を参考に非農地判断基準（案）を作成させて

いただきました。この内容でよろしいか、農業委員の皆様にご協議いた

だきたく、よろしくお願いします。 

別紙、宮若市非農地判断基準（案）を読み上げさせて頂きます。 
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１ 非農地証明について、非農地証明は、何らかの理由で登記簿上の地

目が農地で、現況が農地でない土地について、一定の基準を満たしてい

れば、農業委員会が現地確認後、農地でない証明を発行できます。但し、

発行後、農業委員会総会（定例会）において、不許可転用確認報告を行

うこととします。 

２ 非農地証明の交付条件として、※①から⑥のいずれかの土地であっ

て、⑦から⑨の条件を全て満たすこと。としております。 

 

① 農地法が施行された日（昭和２７年１０月２１日）よりも前から非農   

地であった土地（注１） 

② 農用地区域の土地で、本市が農業振興地域整備計画を策定した日（宮

田・若宮地区：昭和４７年１０月２６日）よりも前から非農地であっ

た土地（注１） 

③ 自然災害による災害地等で農地への復旧ができないと認められる土

地 

④ 耕作不適、耕作不便でやむを得ない事情によって２０年以上耕作放棄

されたため自然潰廃した土地で、復元困難な土地（注２） 

⑤ 人為的に転用した土地で、転用事実行為から既に相続等により所有者

が変わり、２０年以上経過し、復元が困難で容易に農地に戻せない状

態であり、農地行政上、特に支障がないと認められる土地（注３）た

だし、所有者の顛末書等により、以降の農地法厳守の意向を意思表示

されたものに限る。 

⑥ 一般の交通の用に供する舗装された道路（注４）になってから１０年

以上経過している土地 

⑦ 違反転用として指導されたことのない土地 

⑧ 小作権が設定されていない土地 

⑨ 市街化調整区域の農地 

 

（注１）非農地であった土地とは、農業以外の目的に利用されていた土地

で現況もその状態が続いているものをいいます。 

（注２）復元が困難とは、森林、湖沼の様相を呈しているなど、農地に復

元するための物理的な条件が著しく困難な場合をいい、除草、耕耘機やト

ラクター等を入れれば農地に復元できるものについては証明できません。 

（注３）農地行政上、特に支障がないとは、隣接農地に対しての被害防除

等に問題がないこと、他の関係法令に基づく指導等を受けていないことを

いいます。抵触している場合は証明できません。 

（注４）舗装された道路とは、コンクリート等で全面舗装されたものをい
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い、地面が土（バラスも含む。）のもの、一部が舗装されたものについ

ては証明できません。 

 

出来ましたら、この基準を、令和 4年 2月１１日付により適用していき

たいと考えております。以上の内容で、よろしくご審議の程お願いいた

します。 

 

 

委  員  内容については、過去や全国の事例を参考にされていると思いますので、

これ以上に意見はないです。 

 

係  長  全国の基準を参考にお示ししております。違法転用していないなど注意

点はありますが、基本的なことを示しておりますので、それ以外で判断

に困る場合は、適宜事務局とも相談していただきたいと思います。 

 

委  員  ⑥番については、すでに舗装されているとは、どのような場合か。 

 

係  長  国道、県道は転用許可が必要ありません。河川、水路などの公共物、昔

これらの施設で登記されていないものなどが残っている場合です。 

 

議  長  昔は馬車道などと言われ利用していたが、今は車の時代、登記がなされ

ないまま宅地の進入路になっている場合もある。 

 

局  長  この後、非農地証明の届出について報告がありますが、現にこれまで運

用で非農地証明の判断をしてまいりました。しかし、明確なものを示さ

ないままでしたので、各委員との共通認識を持つ上で明文化して同じ情

報を共有していくものです。 

 

委員より、具体的な案件について質問。 

 

議  長  その他、個別具体的な内容については、事務局と相談してください。 

 

議  長  それでは、他にありませんか。なければ、承認することに賛成の方は挙

手願います。（全員挙手） 

 

議  長  全員賛成で承認されました。宮若市非農地証明書交付基準（案）の案を

削除してください。この基準は、令和 4 年 2 月１１日より施行いたしま
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す。 

 

議  長  次に日程第３, 報告事項でございます。報告第２8 号、農地法第 18 条

第 6 項の合意解約について、報告第２９号、非農地証明願の届出につい

て、一括して、事務局より説明をお願いします。 

 

係  長  30 ページ、報告第 28 号 農地法第１８条第６項の合意解約につきまし

て、31ページをご覧ください。農地法第１８条第６項に係る報告表です。 

【説明】 

 

引き続き、33 ページ報告第 29 号 非農地証明願届出について、34 ペ

ージ、非農地証明願届出書（非農地証明）をご覧ください。非農地証明

願いに伴う不許可転用確認報告表です。 

 

【説明】 

 

これらの土地につきましては、法務局において、最終判断され、農地以

外の地目に変更・登記される事となりますので、よろしくご承認をお願

いいたします。以上となります。 

 

議  長  ただ今の事務局からの報告、第２８号から第２９号について、ご質問、

ご意見等ございましたらお願いします。ございませんか。 

 

委  員  なし。 

 

議  長  質問、意見等が無いようです。これらは報告案件でございますので、了

解いただいたものといたします。以上を持ちまして、本日の議事につい

ては、全て終わりましたので会議を終結いたします。 

 


